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○９月３日～ 

 

 ８月後半は堅調な動きでしたが少し反落してマーケットは終わっています。 

アルゼンチンなど新興国の経済的な問題が表面化しているため新興国通貨は不安的な動き

が続く可能性があります。米国と各国との貿易摩擦も不安材料です。 

 ナスダックやＳ＆Ｐ５００など米国の株価指数が史上最高値更新の動きを見せています

がピークアウトすれば９月に調整が入る可能性も。 

 今週は米国で重要な指標発表が多いので、ニュースも見ておきたいです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１１２円手前で失速、１１１円あたりまで反落しています。 

７月後半以降、１０９．８円－１１２．２円のレンジを動いているためどちらかにブレイ

クするかに注目したいです。 

 １０９円を割り込むと調整が深まる可能性も。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円は先週末にかけて大きく下げているペアが多いです。 

まだ下がるリスクがあるため底打ちするまで買いは慎重にいきたいです。 

中長期的なトレンドが下落となっているペアが多いためリスク管理は厳重に。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では黒田・日銀総裁発言などがあります。 

米国ではＩＳＭ製造業景況指数、貿易収支、ＡＤＰ雇用統計、ＩＳＭ非製造業景況指数、

雇用統計などが発表されます。 

欧州ではドイツとユーロ圏で８月サービス部門購買担当者景気指数、ユーロ圏で小売売上

高、４－６月期ＧＤＰ（確定値）、ドイツで鉱工業生産などがあります。 

ほかには、オーストラリアとカナダで政策金利の発表、英国でカーニー英中銀（ＢＯＥ）

総裁発言などがあります。 


